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改
正
農
業
委
員
会
法
に
準
拠
し
た

第
22
代
農
業
委
員
会
が
4
月
新
体
制

に
移
行
、発
足
し
ま
し
た
。

　
不
肖
、私
が
本
会
の
代
表
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、課
題

山
積
み
の
状
況
を
思
う
に
果
た
し
て

重
責
を
担
当
で
き
る
か
悩
み
ま
し
た

が
、農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
精
一
杯
任
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
で
の
取

組
の
強
化
が
一
段
と
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
農
業
、

農
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
世
界
規
模

で
複
雑
に
、大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
、そ
し
て
内
的
に

は
、農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
進
行
し
て
お
り
対

応
と
し
て
農
業
構
造
の
改
革
や
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
が
重
要
で
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、多
く
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、当
面
の

課
題
は
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
組
で
す
。
一
つ
目
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積・集
約
。
二
つ
目
、遊
休

農
地
の
発
生
防
止・解
消
。
三
つ
目
、

新
規
参
入
の
促
進・
優
良
農
地
の
確

保
等
で
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、そ
し
て
意
向
調
査
の
実
施
を
計

画
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
前
記
内
容
が
、必
須

事
項
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
指
針
」の
策
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。「
指
針
」は
、当
町

に
お
け
る
10
年
先
を
見
据
え
た
農
業

委
員
会
と
し
て
の
農
地
利
用
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
数
値
目
標
、推
進

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、3
年
ご
と
に
検
証
、見
直
し

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
少
し
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度

が
30
年
産
米
か
ら
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
全
国
農
業
会
議
の

場
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
預
け
る
と
し
て
、私
は
こ
の
事

態
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
地
の
流
動
化
が
加
速
さ
れ
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
も
の
で
す
。

「道の駅しなの」直売所より

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第51	

就
任
の
ご
挨
拶農

業
委
員
会
長
　
永
原 

邦
徳

号
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左から　石川 清孝、德武 清、羽入田 正信
　　　　風間 昭一、小林　栄

今年度から農業委員と新たに農地利用最適化推進委員が任命されました

左から　荒井 賢藏、静谷 八重子、戸田 宏
　大澤 和明、羽入田 貞夫　

左から　原山 重治、宮尾 政幸、永原 邦德
　　　　大草 敏郎、出浦 洋子

上段左から　佐藤 俊正、池田 富幸
下段左から　井澤 準一、徳脇 準一、須坂 昭雄

◎委員会に出席し審議して、最終的
　に合議体として決定することが主
　体（これに加えて、現場活動を行う
　ことは可能）

〇農地利用の最適化の推進に関する
　指針を作成・変更

〇農地の権利移動の許可、農用地利
　用集積計画の決定

〇農地転用許可にあたって、具申す
　べき意見の決定

〇農地利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決
　定

◎担当地域において、現場活動を行う連携

必ず意見を聴く

推進委員の農業委員会
への出席を求めること
ができる

推進委員の希望で農業
委員会に出席すること
ができる

農業委員
農業委員会

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

柏原地区 野尻地区

富士里地区 古間地区

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

連携 連携

〇推進委員として意見を述べる
〇指針を踏まえて現場活動を行う

〇推進委員として意見を述べる

〇推進委員として意見を述べる

8 名12 名



公表 (平成 28 年10月～平成 29 年 3 月)

■利用権設定件数及び面積
区    分 設定別 件数 筆数 面積㎡

田

新規
賃 貸 借 20 54 112,396
使用貸借 21 50 76,788

再設定
賃 貸 借 54 131 230,073
使用貸借 19 51 75,161

合計 114 286 494,458

畑

新規
賃 貸 借 2 5 6,180
使用貸借 5 9 12,835

再設定
賃 貸 借 7 12 14,004
使用貸借 1 3 3,500

合計 15 29 36,519

新規
賃 貸 借 22 59 118,576
使用貸借 25 58 86,648

再設定
賃 貸 借 61 143 244,077
使用貸借 20 54 78,701

合    計 129 315 530,977

■農地法第３・４・５条申請件数及び面積
３条 ４条 ５条

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡
１０月 2 1,859
１１月 １ 3,752
１２月 ３ 16,990 1 2,996
１月
２月 ２ 1,768
３月 １ 4,824
合  計 ７ 27,334 3 4,855 0 0 

■農地法第４・５条転用目的別件数及び面積
宅地等 工場・資材置場 植林その他 計

件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡ 件数 面積㎡
４ 条 1 213 2 21,632
５ 条

計 1 213 2 21,632 0 0 3 21,845
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須
藤
照
雄
さ
ん
に
は
、２
期
６
年
農
業

委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、２
期
目
は
農

業
委
員
会
長
と
し
て
、町
の
農
業
振
興
の

牽
引
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
新
た
な
組
織

づ
く
り
の
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
宮
尾
花
子
さ
ん
に
は
、３
期
９
年
農
業

委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、長
野
地
域
女
性
農
業
委
員
の
会
副
会

長
を
務
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、町
の
農
業

発
展
そ
し
て
女
性
の
視
点
で
の
農
業
振
興

と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
か
ら
感
謝
状
が
　
　
　
　

　
　
　
　
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

農業委員会ってなにしてるの？

優良農地の確保と有効利用
農地法に基づく許可

遊休農地所有者に対する意向確認

農地台帳による情報の一元管理

担い手への協力
農地利用の集積・集約化

遊休農地の発生防止・解消

新規参入の促進

農業経営の相談役
資金や税金等の金銭関係の相談

農業者年金の加入手続き

農地の売買・賃借の相談

１ 2 3

この他にもこんな活動をしています
農業一般に関する調査・情報提供（農業新聞、農業図書等）

農地等の利用の最適化を進めるための関係機関へ意見提出

農業者年金の加入推進

「農業委員会」という名前、1 度は聞いたことありませんか？よく聞く名前ですが、どのような活動をしているかご存じでしょうか。

農業委員会は大きく分けて３つの活動をしています。

農地パトロールの様子 「農地の売買・転用」
は農地法による許可が必要で

す。許可なく転用すると懲役

または罰金が科せられます。
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編 

集 

後 

記

　

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、

従
来
の
農
業
委
員
18
名
が
農
業
委

員
12
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
8
名
計
20
名
に
よ
る
体
制
で

4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
漏
れ
な
く
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
若
手
後
継
者
不
足
と

い
う
共
通
課
題
は
あ
り
つ
つ
も
、

日
本
の
食
文
化
を
守
る
安
心
安
全

の
米
作
り
の
基
本
ベ
ー
ス
、
土
地

を
荒
廃
さ
せ
な
い
、
若
い
農
業
の

担
い
手
が
育
ち
易
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
と
強
く
感
じ
、
関

係
機
関
と
連
携
、
協
力
、
指
導
を

仰
ぎ
農
地
行
政
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
編
集
委
員
】

荒
井　
賢
藏　
井
澤　
準
一

徳
脇　
準
一　
風
間　
昭
一　

出
浦　
洋
子

農業者年金のメリット
　・女性に優しい
　・手厚い政策支援
　・税制面で大きな優遇

会
長
代
理
に
就
任
し
て

　
　
　
　
　
　

小
林
　
栄

　
こ
の
4
月
、改
正
農
業
委
員
会

法
の
も
と
、農
業
委
員
と
な
り
会

長
代
理
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、当
町
の
農
業
を

支
え
て
い
る
皆
様
か
ら
は「
私
の

代
は
頑
張
り
ま
す
よ
」と
う
れ
し

い
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
農
業
の
担
い
手
不
足
、

人
口
の
減
少
、高
齢
化
等
に
よ
り

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
そ
ん
な
課
題
に
様
々
な

形
態
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
農
業
委
員
と
新

設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
農
地

利
用
最
適
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
、関
係
機
関
と
の
協
議
を

深
め
委
員
と
し
て
の
任
務
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

信濃町農業委員会
☎ 255-6822

ながの農協信濃町支所
☎ 255-3030

各 
部 

会 

長 

か 

ら 

一 

言

農
地
部
会
長
に
就
任
し
て

　
　
　
　
羽
入
田
　
正
信

　
第
22
代
農
業
委
員
会
が
農
業

委
員
と
共
に
、農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
創
設
さ
れ
、新
体

制
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
も
農
地
部
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、一
緒
に
な
っ
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
い
、

遊
休
農
地
、荒
廃
農
地
の
発
生

防
止・解
消
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
農
地
の
集
積・集

約
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
そ
の
為
に
は
、地
権
者
、耕
作

者
が
共
に
協
力
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
権

者
は
常
に
自
分
の
農
地
を
気
に

か
け
て
欲
し
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
地
域
の
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
、農
業・地
域

は
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
が
、将
来
を
見

据
え
、活
気
あ
る
農
業
、町
づ
く

り
の
為
に
も
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
政
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
荒
井
　
賢
藏

　

信
濃
町
の
基
幹
産
業
は
、水

稲
を
主
と
し
た
農
業
と
観
光
を

含
め
た
商
工
業
で
す
。

　
私
は
議
員
を
や
め
て
、再
度
農

業
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
米
作

り
を
中
心
と
し
た
農
業
が
、安
定

し
、誇
り
を
持
っ
て
営
農
で
き
る

よ
う
な
農
政
を
望
ん
だ
か
ら
で

す
。
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
、「
米
の
直
接

支
払
交
付
金
制
度
」が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
益
々
農
業
経
営
が
厳

し
さ
を
増
し
、離
農
者
が
増
え
、

新
規
で
就
農
す
る
方
が
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
安

心
し
て
安
定
し
た
営
農
を
す
る

た
め
に
、政
府
は
対
策
を
講
じ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業・農
村
の
持
続
的
発
展
と

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
豊
か
な

農
地
を
守
る
た
め
、皆
さ
ん
の
多

く
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、農
業

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農
地
利
用
最
適
化

　
　
推
進
委
員
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
原
山
　
重
治

　
今
年
の
4
月
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
な
り
ま
し
た

原
山
で
す
。
初
め
て
農
業
委
員

組
織
に
入
り
、今
迄
兼
業
農
家

で
あ
り
農
業
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、改
め
て
農
業
の
深
刻
な

状
況
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
と
し
て
担
当
地
域

は
も
と
よ
り
地
元
地
区
の
農
地

利
用
調
整
等
現
場
活
動
を
担
う

責
任
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。
農

地
の
利
用
状
況
を
幅
広
く
把
握

し「
農
地
は
地
域
を
守
る
」を
心

に
秘
め
、こ
れ
か
ら
農
業
委
員
と

一
体
と
な
り
、遊
休
農
地
解
消
と

担
い
手
確
保
を
目
標
と
し
、農
地

に
対
す
る
価
値
観
も
変
わ
り
守

る
と
い
う
意
識
が
薄
く
な
っ
て

い
く
中
、農
業
者
に
再
認
識
し
て

頂
く
よ
う「
農
地
の
見
回
り
」「
耕

作
状
況
を
聞
く
」を
行
い
、遊
休

農
地・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止・解
消
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第 59 回長野県消防ポンプ操法大会に出場

 長野県大会に第四分団が出場しました！
　第 59回長野県消防ポンプ操法

大会が７月 30日、中野市で開催

されました。信濃町からは町大会、

長野協会大会を勝ち抜いた第四分

団が出場しました。

　県内の各協会で勝ち抜いた 12

チームが参加。会場はグラウンド

で、気温が高く、強い日差しが差

し込むといった状況でしたが、第

四分団の皆さんは暑さに負けず、

ポンプ車操法を披露しました。長

期にわたる早朝練習に取り組んで

きた団員の皆さん、お疲れ様でし

た。

順位 チーム名
８位 第四分団

■ポンプ車の部

　皆さんは“健康づくり”どうしていますか？信濃町では、高血圧の割合が県平均よりも高く、また、女性では脳血管
疾患による死亡率が県平均よりも高い傾向があります。ご自身の健康をもう一度見直し、元気に生活を続けるための
講座を開催します。ご自身の健康や、減塩に興味のある方はぜひご参加ください。

■対象者　　　20 名程度（ただし、全 3 回の講座に参加できる方）
■開催時期　　10 月 12 日、11 月 9 日、12 月 7 日の午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
■講座内容　　減塩に取り組むための調理実習や、健康づくりのための講話など
　　　　　　　※第 1 回目（10 月 12 日） 塩と脳血管疾患のリスクについての講話など

　　　　　　　※第 2 回目（11 月 9 日）　減塩をするための調理実習や、減塩の工夫についての講話など

　　　　　　　※第 3 回目（12 月 7 日）　漬物の塩分や冬に向けての食生活の注意点についての講話など

■参加費用　　調理実習費用として実費程度（５００円程度、第 2 回目に徴収）
■申込期限　　9 月 22 日（先着順）
■申込方法　　信越病院までご連絡ください
■連絡先　　　０２６－２５５－３１００

「見て聞いて食べて・・・実践！からだと塩の健康講座」
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　糖尿病などの生活習慣病は、初期にはほとんど自覚症状がなく、血液検査を受けることでしか分かりません。特定健診は、静
かに進行していく生活習慣病の発症を未然に防ぐことを重点に置いています。ご自身の生活習慣病の発症の危険性や、健康状態
を知る良い機会です。特定健診の受診は皆さんの健康を守り、医療費や保険税負担の抑制にもつながりますので、積極的に受診
しましょう。
　また、今年からは、県内７００余りの医療機関で健診を受けることができるようになりました。対象者の方には受診券をお届
けしています。「かかりつけ医で受診はできるか」など、ご不明な点がありましたらお問い合わせください。

問住民福祉課 住民国保年金係☎（２５５）６８２０　保健予防係☎（２５５）３１１２

ご自身の健康状態を知るキッカケに

４０歳以上の方は毎年、特定健診を受診しましょう！

　宝くじの収益金を財源として、地域コミュニティの健全な発
展のために活用されている「コミュニティ助成事業」。
　今年度は、中島組で発電機、投光器、お祭りに使用する提灯
など全 12 種類が新調され、一般財団法人自治総合センターが
実施する「一般コミュニティ助成事業」が活用されました。　

地域を豊かにする宝くじ

コミュニティ助成事業で地区の備品を整備

　7 月 22 日から 31 日まで、夏の交通安全やまびこ運動が実施されました。期間中、
信濃町交通安全協会の皆さんは、各地区に交通事故防止の上り旗の設置や信濃町イン
ターでの街頭啓発活動を行いました。
　長野県内では死亡事故が多発していますが、信濃町では、交通安全協会の皆さんの
活動と、住民の皆さんの協力があり、死亡事故ゼロ７００日を突破しています。
　車は身近で便利な乗り物です。ドライバーの皆さんも、歩行者の皆さんも道路上で
は十分注意して、交通事故防止にご協力をお願いします。

問総務課 庶務係☎（２５５）３１４３

夏の交通安全運動を実施

交通事故に気をつけましょう！
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　地域産業の振興対策の一つとして、町ホームページに掲載する有料広告を事業者の皆さんから募集します。

募集
企業のみなさん、企業 PR にご活用ください
町ホームページのバナー広告募集中！！

問総務課　まちづくり企画係☎（２５５）５９２０

■掲載場所　信濃町ホームページのトップページ下側
■掲載料金　１か月２千円（町内事業者）
■掲載期間　平成 29 年 10 月～平成 30 年３月（最長で平成 30 年 9 月まで延長可）
■募集締切　平成 29 年 9 月15 日（金）

詳細は、信濃町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

　町では住宅の耐震補強工事に対しての補助制度を行っています。また、無料で住宅の耐震診断も実施しています。

【耐震診断（無料）】
■対象建築物
　昭和 56 年５月 31日以前（耐震基準改正前）に建築された住宅で、木造１～２階建ての建物。（ただし車庫や物置は対象外）

「耐震診断」：耐震診断士が既存木造住宅の地震に対する安全性を評価します。なお、耐震診断は耐震補強工事を原則実
施することを前提に受診してください。

【耐震補強工事補助制度】
■補助対象条件
　①診断基準
　　町が派遣した耐震診断士による耐震診断で、総合評点 1.0 未満と診断された住宅が補強工事実施で 0.7 以上かつ工
　　事実施前を上回ること。
　②所得
　　給与所得：１，４４２万円以下、その他：１，２００万円以下
■補助額
　　工事費の 1/2 以内（上限 100 万円）

耐震
万が一の時に備えて、ご活用ください
住宅の耐震診断・耐震補強補助制度

問建設水道課　建設係☎（２５５）５９２２
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問産業観光課　農林畜産係☎（２５５）３１１３

ペレットストーブの購入に補助金交付
この機会にペレットストーブ、購入しませんか？補助

　県の「森のエネルギー推進事業」を利用し、今年度、ペレットストーブを購入する方は交付要件を満たすと補助金を受けるこ
とができます。この機会にペレットストーブの購入を検討されてみてはいかがですか。

　■申請期間　　　９月１日（金）から９月 29 日（金）まで
　■要　　件　　　ペレットを年間 800 キロ以上使用すること。
　■交付人数　　　２名（先着順）
　■お申込み　　　産業観光課農林畜産係までお問い合わせください。

年金
お気軽にご利用ください
年金事務所で予約相談を実施しています

　お客様の待ち時間の解消や、お客様のニーズを踏まえた年金相談など、より丁寧かつ効率的に対応していくことを目的として
います。年金事務所窓口での手続きには、予約相談をご利用ください。お申込みは「ねんきんダイヤル」へ！

項　目 具体的な実施内容

予約相談を実施する日時

午前 8 時30 分～午後4 時（火～金曜日）
午前 9 時30 分～午後 3 時（第 2 土曜日）
午前 8 時30 分～午後 6 時（月曜日※）

※祝日等の場合は翌営業日

予約の対象とする相談内容 年金相談全般

事前受付の期日 予約相談希望日の1か月前から前日まで

【年金予約相談の実施内容】

問住民福祉課 住民国保年金係☎（２５５）６８２０

ねんきんダイヤル　☎０５７０（０５）１１６５
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で
目
指
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う
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ア
レ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

　
本
来
、
私
た
ち
の
身
体
に
は
体
内
に
侵
入
し
た
有
害

な
も
の
を
攻
撃
し
て
体
を
守
る
「
免
疫
」
の
し
く
み
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
有
害
で
な
い

も
の
に
も
過
剰
に
反
応
し
、
攻
撃
し
て
し
ま
う
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。

 

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
も

　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
原
因
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）

は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
人
で
い
く
つ

も
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■食物
・鶏卵　・牛乳　・小麦　
・そば　・落花生　・甲殻類
・大豆　・さば　など あ

な
た
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

 

意
外
と
身
近
な
ア
レ
ル
ギ
ー

アレルゲンになりやすいもの

■接触（皮膚や粘膜）
・金属　・化学繊維　・化粧品　・ゴム
・医薬品　・蜂　など

■環境（吸引するもの）
・カビ　・ダニ　・花粉　・ペットの毛、ふけ
・ハウスダスト　など

　
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
飲
食
、
接
触
し
た
後
、
数
分
か
ら
数
時
間

以
内
に
全
身
に
次
々
と
症
状
が
現
れ
る
激
し
い
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
ひ
ど
く
な

る
と
血
圧
低
下
や
意
識
障
害
を
引
き
起
こ
す
シ
ョ
ッ
ク
状
態

に
陥
り
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〇
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら

　
　
蜂
の
毒
針
を
取
り
除
け
る
状
態
で
あ
れ
ば
抜
き
ま
し

　
ょ
う
。
た
だ
し
、
体
内
に
押
し
込
ん
で
し
ま
う
場
合
も

　
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
べ
物
が
原
因
な
ら

　
　
食
べ
る
の
を
す
ぐ
に
や
め
、
口
の
中
の
物
を
は
き
出

　
し
て
、
口
を
ゆ
す
い
で
く
だ
さ
い
。
手
や
口
の
周
り
に

　
食
べ
物
が
付
着
し
て
い
る
部
分
は
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
が
原
因
な
ら

　
　
部
屋
を
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
こ
と
が
一
番
効
果
的
で

　
す
。
十
分
な
換
気
で
ダ
ニ
の
増
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〇
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
　
安
静
に
し
、
症
状
が
悪
化
す
る
前
に
病
院
へ
行
き
ま

　
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
（
エ
ピ
ペ

　
ン
）
を
持
っ
て
い
る
人
は
注
射
を
し
て
か
ら
、
病
院
へ

　
行
き
ま
し
ょ
う
。

皮膚の症状（全身）

・強い腹痛
・嘔吐

・じんましん
・かゆみ
・皮膚が赤くなる

・息切れ
・せき
・呼吸音がゼーゼー
  ヒューヒューする

・くちびる、舌、口の中が腫れる
・まぶたが腫れる

消化器系の症状

呼吸器系の症状

粘膜の症状

・血圧の低下
・倒れる
・失禁する

自
分
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
知
ろ
う
！

　
今
は
血
液
検
査
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
が
調
べ
ら
れ
ま

す
。
内
科
、
皮
膚
科
、
耳
鼻
科
な
ど
で
調
べ
ら
れ
る
の
で
、

症
状
に
あ
わ
せ
て
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
ア

レ
ル
ギ
ー
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

も
し
も
の
時
は
ど
う
し
た
ら
・
・
・

　
命
に
関
わ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」

ア
レ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
も
の

自
分
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
知
ろ
う
！

その他の症状



　

一
茶
さ
ん
の
一
生
は
、
旅
か
ら

旅
へ
の
日
々
で
し
た
。
寛か

ん
せ
い政

元
年

（
１
７
８
９
）、
27
歳
の
時
に
は
、

奥お
う
し
ゅ
う
州（
東
北
地
方
）を
旅
し
ま
し
た
。

一
茶
さ
ん
は
『
奥お

う
う
き
こ
う

羽
紀
行
』
を
書

い
た
（
※
１
）
と
さ
れ
ま
す
が
、

現
存
し
な
い
た
め
、
旅
の
詳
細
は

不
明
で
す
。
恐
ら
く
は
松ま

つ
お尾

芭ば
し
ょ
う蕉

の
『
お
く
の
細
道
』
を
た
ど
る
旅

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
の

俳
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が
あ
こ
が
れ

る
旅
で
し
た
。

　

一
茶
さ
ん
が
こ
の
年
奥
州
を
旅

し
た
と
判
る
の
は
、
象き

さ
が
た潟
（
秋
田

県
に
か
ほ
市
）
近
く
の
集
落
汐し

お
こ
し越

村
の
肝き

も
い
り煎
（
※
２
）
金こ

ん

又ま
た
ざ
え
も
ん

左
衛
門

の
家
に
伝
わ
る
『
旅
客
集
』
に
揮き

毫ご
う

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

俳
人
で
も
あ
っ
た
又
左
衛
門
が
、

象
潟
を
訪
れ
た
俳
人
た
ち
に
書
き

つ
け
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
一
茶

さ
ん
は
、
別
号
の
菊き

く
め
い明
で
、
下
の

よ
う
に
書
き
ま
し
た
。

日
も
西
海
に
か
た
ぶ
き
ぬ
こ
ろ
、
旅
宿

を
も
と
め
て
先ま

ず

は
一
見
セ
ば
や
と
小
舟

に
さ
ほ
さ
し
て
、は
る
か
湖
中
に
浮
ミ

ぬ
れ
ば
、昏く

れ
い
そ
ぐ
里
人
我
家
へ
帰

る
有
さ
ま
目ま

の
あ
た
り
な
り
け
ら
し

　

象
潟
や
嶋
か
く
れ
行ゆ

く

刈か
り
ほ
ぶ
ね

穂
船

　
　

寛
政
元
酉
八
月
九
日

　
　
　
　

右　

東
と
う
と
＝
江
戸

都　

菊
明（
後
略
）

　
「
西
の
日
本
海
に
日
が
沈
む
頃
、

宿
屋
を
探
す
前
に
ま
ず
は
象
潟
の

風
景
を
見
て
み
よ
う
と
、
小
舟
に

乗
っ
て
湖
を
遠
く
ま
で
進
ん
だ
。

夕
暮
に
、
わ
が
家
へ
の
帰
路
を
急

ぐ
地
元
の
人
々
が
よ
く
見
え
た
。」

　

象
潟
は
当
時
の
名
所
で
す
。
遠

浅
の
湾
内
に
、
松
が
生
え
た
百
余

り
の
小
島
が
点
々
と
浮
び
、
ま
る

で
水
墨
画
の
よ
う
な
美
し
い
風
景

で
し
た
。（
※
３
）
芭
蕉
は
そ
の
印

象
を
、「
象
潟
は
恨う

ら

む
が
ご
と
し
」

と
表
現
し
ま
し
た
。一
茶
さ
ん
は
こ

れ
を
受
け
て
「
象
潟
も
今
日
は
恨

ま
ず
花
の
春
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

一
茶
さ
ん
は
後
に
象
潟
の
ほ
か
、

松ま
つ
し
ま島

（
宮
城
県
）
や
外そ

と
が
は
ま

ヶ
浜
（
青

森
県
）
の
句
も
た
く
さ
ん
詠
ん
で

お
り
、
こ
の
旅
で
立
ち
寄
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
茶

【文責】一茶記念館
学芸員  　渡辺　洋P.N. めぐるママ

※
１　
『
葛
飾
蕉
門
分
脈
系
図
』
と
い
う
、
葛
飾
派
の
俳

人
た
ち
の
略
伝
を
ま
と
め
た
本
に
出
て
く
る

※
２　

肝
煎
＝
庄
屋
、
名
主
な
ど
と
同
様
の
村
の
代
表
者

※
３　

象
潟
は
そ
の
後
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
の
地
震

で
隆
起
が
起
こ
り
、
陸
地
化
し
て
し
ま
っ
た
。
一
茶
さ
ん

も
後
年
知
っ
て
残
念
が
っ
て
い
る
。（「
句
稿
消
息
」
な
ど
）

SHINANO  2017.9.111

日赤救急法講習会
身近な大切なひとを守る備えをしませんか。
基礎講習、救急員養成、更新の各講習が町内で受講出来るチャンスです。(対象 15才以上 )

ひとときの会からのお知らせ

 【救急員等資格継続研修】

■日　時：9 月 20 日水 13：00 ～ 18：00

■会　場：総合会館 教室

■内　容：救命手当　　　　　　　　　　　　　
　　　　　( 心肺蘇生 .AED. 気道異物除去等）

■受講料：800 円

※こちらの研修は、平成 19 年 4 月以降に救急員等
の資格を取得され、資格を取得してから 2 年以上
経過した方が対象です。

【基礎講習 + 救急員養成講習】

■日　時：9 月 21 日木 午前 9 時～午後７時　　　　　
　　　　　　　　　　　　　( 基礎講習のみは午後 2 時まで )
　　　　　　9 月 22 日金午前 9 時～午後 7 時

■会　場：総合会館　中会議室

■内　容：救命手当、応急手当、急病手当　　　　　
　　　   　けがの手当、搬送　　　　　　　　　　　
　　　　　( 心肺蘇生、AED、気道異物除去、止血　　
　　　　　  包帯、骨折固定等 )

■受講料：3,200 円                                                                                            
　　　　　( 基礎講習 1,500 円、養成講習 1,700 円）

  お申し込みは９月19日までに商工観光・癒しの森係へ  ☎（２５５）３１１４



Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-Rなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります） SHINANO  2017.9.1 12

介護予防事業「はつらつ体操教室」
　６月から８月までの３か月間、第１・第３木曜日に「は
つらつ体操教室」を開催しました。20 名を超える参加
者が毎回、熱心に体操や口腔機能向上のためのプログラ
ムに取り組み、無理のない範囲で身体を動かす楽しさを
一緒に味わいました。
　大変好評なことから９月からは月１回「はつらつの
会」として体操教室を続ける予定です。

お問合せ：住民福祉課地域包括支援センター
　　　　　☎２５５－４２１４

夏の夜空に大輪の花

　7 月 29 日、野尻湖周辺を会場に伝統の第94回野尻湖
花火大会が開催されました。今年は雨が心配されていま

したが、雨は降らず、花火の打ち上げが行われました。

　会場周辺では、多くの屋台が出ており、たくさんのお客

さんで賑わっていました。

　鮮やかで迫力のある花火に来場者は歓声をあげ、夏の風

物詩を楽しみました。



◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-Rなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

ストライダーで子どもたちの健全育成を目指して

カヌーで水上を駆ける

SHINANO  2017.9.113

　信濃町では、ストライダーを活用した様々な取組を行ってい
ます。その実績が認められ、８月 4 日、日本初のストライダー
エンジョイタウンとしてストライダージャパンさんから公式
認定を受けました。認定証の交付に併せ、パートナーシップ協
定を結びました。相互連携・協力し、さらに充実した事業や活
動を行っていきます。
　8 月 5 日には、初のコラボレーション企画のどろん子フェス
が野尻で開催され、地元の方からお借りした田んぼで、ストラ
イダーレースが行われました。
　ストライダーを中心に子どもたちの健全な育成と自然を活
用した教育に繋げて行きます。

　7 月 26 日、総合型スポーツクラブ「この指とまれ☆し
なの」のカヌーチーム「この指とまれ☆ＮＡＷＭＡＮ’Ｓ」
が町長を表敬訪問しました。
　「この指とまれ☆ＮＡＷＭＡＮ’Ｓ」は 7 月 22 日、23
日に山梨で行われた、全国少年少女カヌー大会に出場し
ました。この大会で行われたのが、「カヌースプリント」。
200 ｍの直線コースをカヌーで疾走し、早さと着順を競う
競技です。
　この大会の５・６年生の部で、６年生の池田航

わ た る
琉さんが

2 位、佐藤駿
しゅんや

也さんが 5 位に入賞するなど好成績を収めま
した。左から　石井由

ゆい
コーチ、池田航

わ た る
琉さん、佐藤駿

しゅんや
也さん、池田望

の ぞ み
珠さん

　　　　佐藤妃
ひ か る

花瑠さん、中村紫
し の

乃さん、今井正会長



　  

飯
縄
山
登
山

（
５
学
年
）　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
５
年
生
の
飯
縄
山
登

山
は
、
今
年
度
か
ら
７
年
生
と
の
合
同
キ
ャ

ン
プ
の
１
日
目
の
活
動
と
な
り
、
７
月
27
日

に
登
り
ま
し
た
。
５
年
生
は
、
１
ヶ
月
ほ
ど

か
け
、
集
団
行
動
の
練
習
、
行
動
食
の
準

備
、
服
装
の
確
認
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
に

分
か
れ
て
事
前
に
話
し
合
い
、
準
備
し
て
き

ま
し
た
。

最
初
に
出
さ
れ
た
長
期
予
報
で
は
、
降
水

確
率
70
％
。
職
員
に
強
烈
な
雨
男
が
い
る
５

学
年
な
の
で
、
「
や
は
り
中
止
か
。
」
と
あ

き
ら
め
か
け
て
い
た
の
で
す
が
、
５
年
生
の

子
ど
も
達
を
不
憫
に
思
っ
た
予
報
官
の
方
が

天
の
神
様
と
相
談
し
て
、
前
日
に
は
30
％
に

下
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
登
山
当
日
。
曇
天
の
中
、

朝
７
時
に
眠
た
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
５
年

生
が
学
校
に
集
合
し
ま
し
た
。
天
気
は
心
配

で
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
心
配
な
気
温
に
は

恵
ま
れ
、
と
て
も
涼
し
い
日
に
な
り
ま
し

た
。（
雨
男

も
た
ま
に

は
い
い
よ

う
で
）。
元

気
に
出
発

の
会
を
終

え
、
戸
隠

中
社
の
飯

縄
山
登
山

口
に
バ
ス

で
向
か
い

ま
し
た
。

登
山
道

入
り
口
で
、

イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
方

の
ア
ド
バ
イ

ス
を
聞
き
、

準
備
運
動
、

服
装
を
整

え
、
い
ざ
、

登
山
開
始
。

登
山
道
は
、

前
日
ま
で
の

雨
で
大
分
ぬ

か
る
ん
で
い

て
、滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
一
歩
、

一
歩
体
重
を
し
っ
か
り
か
け
て
」
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
慎
重
に
登

り
ま
し
た
。

道
中
は
、
ず
っ
と
霧
。
涼
し
く
て
い
い
の

だ
け
れ
ど
、
景
色
は
見
え
ま
せ
ん
。
「
下
見

の
時
に
は
、
こ
こ
か
ら
戸
隠
が
見
え
た
ん
だ

よ
。
」
な
ん
て
言
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
、
さ
す
が
５
年
生
。
奇
跡
的
に
一
瞬
だ
け

霧
が
晴
れ
ま
し
た
。
本
当
に
一
瞬
だ
け
だ
っ

た
の
で
す
が
、
眼
下
に
は
大
座
法
師
池
、
遠

く
に
は
長
野
市
の
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
山

頂
着
。
当
日

に
参
加
し
た

全
員
が
山
頂

に
到
着
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
万

歳
も
そ
こ
そ

こ
に
さ
っ
そ

く
昼
食
。
山

頂
で
は
、
霧

雨
が
本
格
的

な
雨
と
な
り
、

カ
ッ
パ
を
着
て

の
昼
食
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
途
中

で
白
装
束
の
一

団
と
す
れ
違
い

ま
し
た
。
聞
く

と
、
「
ち
ょ
う

ど
今
日
、
飯
縄

神
社
に
ご
神
体

を
奉
納
し
た
か
ら
、
ぜ
ひ
見
て
い
く
と
い
い

で
す
よ
。
」
と
の
話
で
し
た
。
下
山
途
中
、

希
望
者
だ
け
で
寄
り
道
を
し
ま
し
た
。
「
ご

神
体
」
が
ま
さ
か
真
ん
中
に
置
い
て
あ
る
鏡

だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
隣
の

大
き
な
天
狗
の
お
面
を
拝
ん
で
い
る
子
も
お

り
ま
し
た
。

き
つ
そ
う
に
し
て
い
る
友
達
に
声
を
か
け

た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
登
る
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
飯

縄
山
の
天
狗
は
、
５
年
生
の
団
結
を
さ
ら
に

深
め
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

飯縄山登山（５学年）・妙高キャンプ（７学年）

出発の会　ちょっと眠そうです

滑りやすい登山道を気をつけて登ります

一瞬見えた大座法師池

雨をよけながらの昼食です

祝　全員登頂
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改
正
農
業
委
員
会
法
に
準
拠
し
た

第
22
代
農
業
委
員
会
が
4
月
新
体
制

に
移
行
、発
足
し
ま
し
た
。

　
不
肖
、私
が
本
会
の
代
表
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、課
題

山
積
み
の
状
況
を
思
う
に
果
た
し
て

重
責
を
担
当
で
き
る
か
悩
み
ま
し
た

が
、農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
精
一
杯
任
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
で
の
取

組
の
強
化
が
一
段
と
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
農
業
、

農
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
世
界
規
模

で
複
雑
に
、大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
、そ
し
て
内
的
に

は
、農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
進
行
し
て
お
り
対

応
と
し
て
農
業
構
造
の
改
革
や
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
が
重
要
で
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、多
く
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、当
面
の

課
題
は
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
組
で
す
。
一
つ
目
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積・集
約
。
二
つ
目
、遊
休

農
地
の
発
生
防
止・解
消
。
三
つ
目
、

新
規
参
入
の
促
進・
優
良
農
地
の
確

保
等
で
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、そ
し
て
意
向
調
査
の
実
施
を
計

画
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
前
記
内
容
が
、必
須

事
項
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
指
針
」の
策
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。「
指
針
」は
、当
町

に
お
け
る
10
年
先
を
見
据
え
た
農
業

委
員
会
と
し
て
の
農
地
利
用
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
数
値
目
標
、推
進

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、3
年
ご
と
に
検
証
、見
直
し

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
少
し
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度

が
30
年
産
米
か
ら
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
全
国
農
業
会
議
の

場
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
預
け
る
と
し
て
、私
は
こ
の
事

態
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
地
の
流
動
化
が
加
速
さ
れ
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
も
の
で
す
。

「道の駅しなの」直売所より

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第51	

就
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妙
高
キ
ャ
ン
プ

（
７
学
年
）　

七
学
年
は
夏
休
み
に
入
っ
て
初
日
で
あ

る
七
月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
一
泊
二
日

で
、「
全
員
で
協
力
し
て
楽
し
い
キ
ャ
ン

プ
に
し
よ
う
」と
い
う
学
年
目
標
を
掲
げ
、

妙
高
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
で

　
　
　
　コ
ー
ス
タ
ー
作
り

ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
妙
高
で
の

コ
ー
ス
タ
ー
作

り
は
、
木
を

や
す
り
や
ワ
ッ

ク
ス
で
磨
き
上

げ
、
タ
イ
ル
を

貼
り
付
け
る

と
い
う
工
程
で

取
り
組
み
ま

し
た
。
素
敵

な
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
ろ
う
と
熱
心
に
制
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
色
選
び
は
特
に
自
分
ら
し
さ

が
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
色

を
使
っ
て
カ
ラ
フ
ル
に
仕
上
げ
た
り
、
寒

色
系
・
暖

色
系
の
色

を
そ
ろ
え

て
統
一
感

を
出
し
た

り
と
様
々

な
工
夫
が

見
ら
れ
ま

し
た
。
秋

桜
祭
で
の

展
示
が
楽
し
み
で
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

一
日
目
の
昼
食
か
ら
は
国
立
妙
高
青
少

年
自
然
の
家
に
移
動
し
、
お
弁
当
を
食
べ

た
後
、
各

ク
ラ
ス
三

つ
の
グ

ル
ー
プ
に

分
か
れ

て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
師

の
方
の
ご

指
導
の

下
、
森
の

中
の
も
の

を
拾
い

集
め
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
友
達

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
り
し
て
、
自
然
や
友

と
の
か
か
わ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー

一
日
目
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

か
ら
五
年
生
と
合
流
し
、
仲
間
づ
く
り
の

ゲ
ー
ム
・
五
年
生
の
発
表
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
し
ま
し
た
。
仲
間
作
り
ゲ
ー
ム
を

し
た
後
の
五
年
生
の
「
リ
ン
ダ
・
リ
ン
ダ
」

の
発
表
で
は
、
最
初
は
見
て
い
た
七
年
生

も
か
わ
い
い
後
輩
た
ち
に
誘
わ
れ
て
、
い

つ
の
ま
に
か
五
年
生
の
輪
の
中
に
入
っ

て
、
跳
び
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で

は
、「
ジ
ェ
ン
カ
」
と
「
マ
イ
ム
マ
イ
ム
」

を
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
だ
踊
り
続
け
た
い
と
い
う
思
い
を

残
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は

終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

野
外
炊
飯

二
日
目
の
昼
食
は
五
年
生
と
一
緒
に
野

外
炊
飯
で
カ
レ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
五
年
生
の
時
は
、
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
カ
レ
ー
作

り
。
今
年
は
、
薪
で
火
を
起
こ
す
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
、
カ
レ
ー
作
り
で
も
五
年

生
を
リ
ー
ド
し
て
、
忙
し
そ
う
に
動
き

回
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
お
い
し
い

カ
レ
ー
、
初
め
て
食
べ
た
！
」
と
い
う
五

年
生
の
言
葉
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

生
徒
の
感
想
よ
り

・
普
段
は
あ
ま
り
自
然
に
触
れ
た
り
し
な

い
け
れ
ど
、
今
日
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
で
、
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
で

自
然
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

・
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組

め
た
と
思
う
け
ど
、
み
ん
な
に
支
え
ら

れ
て
い
た
と
感
じ
た
。
他
に
も
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
、
み
ん
な
自
分
の
仕
事
以

外
で
も
気
づ
い
て
動
い
た
り
、
助
け

合
っ
た
り
し
て
い
て
す
ご
く
い
い
な
あ

と
思
っ
た
。
み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め

に
行
動
し
て
い
た
。

・
五
年
生
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
て
、
五

年
生
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い

た
の
で
、
私
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

二
日
間
の
活
動
を
通
し
て
、
自
然
に
親

し
む
と
と
も
に
、
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、
自
分
の
責
任
を
果
た
し
た
り
、
仲
間

の
良
さ
を
発
見
し
、
互
い
の
絆
を
深
め

た
り
、
五
年
生
と
の
活
動
で
は
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
り
す
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
。
妙
高
キ
ャ
ン
プ
で

の
素
晴
ら
し
い
姿
を
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
で
一
層
伸
ば
し
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

盛り上がったキャンプファイヤー５年生と作ったカレーライス

ネイチャーゲームにチャレンジ！

モザイクタイルでコースター作り♪

簡単にできた

SHINANO  2017.9.13

左から　石川 清孝、德武 清、羽入田 正信
　　　　風間 昭一、小林　栄

今年度から農業委員と新たに農地利用最適化推進委員が任命されました

左から　荒井 賢藏、静谷 八重子、戸田 宏
　大澤 和明、羽入田 貞夫　

左から　原山 重治、宮尾 政幸、永原 邦德
　　　　大草 敏郎、出浦 洋子

上段左から　佐藤 俊正、池田 富幸
下段左から　井澤 準一、徳脇 準一、須坂 昭雄

◎委員会に出席し審議して、最終的
　に合議体として決定することが主
　体（これに加えて、現場活動を行う
　ことは可能）

〇農地利用の最適化の推進に関する
　指針を作成・変更

〇農地の権利移動の許可、農用地利
　用集積計画の決定

〇農地転用許可にあたって、具申す
　べき意見の決定

〇農地利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決
　定

◎担当地域において、現場活動を行う連携

必ず意見を聴く

推進委員の農業委員会
への出席を求めること
ができる

推進委員の希望で農業
委員会に出席すること
ができる

農業委員
農業委員会

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

柏原地区 野尻地区

富士里地区 古間地区

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

連携 連携

〇推進委員として意見を述べる
〇指針を踏まえて現場活動を行う

〇推進委員として意見を述べる

〇推進委員として意見を述べる

8名12名
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7
月
17
日
に
野
尻
湖
と
親

し
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

主
催
で
イ
ベ
ン
ト
「
国
立
公

園
野
尻
湖
で
遊
ぼ
う
～
石
器

づ
く
り
と
水
上
ス
ポ
ー
ツ
体

験
～
」
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
野
尻
湖
畔
の
野
尻
湖
・

緑
・
水
・
風
の
空
間
を
会
場

に
国
立
公
園
で
あ
る
野
尻
湖

で
遊
び
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
湖
上
で
の
カ
ヌ
ー
体

験
や
エ
ビ
な
ど
の
水
生
生
物

の
観
察
、
環
境
省
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
方
か
ら
国
立
公
園

に
つ
い
て
の
説
明
や
水
生
生

物
の
観
察
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
お
話
し
が
あ
り
、
野
尻

湖
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
博
物
館
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
も
あ
る
石

器
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で

作
っ
た
石
の
ナ
イ
フ
で
肉
を

切
る
体
験
も
お
こ
な
い
、
切

れ
味
の
良
さ
に
皆
さ
ん
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

○
石
器
作
り
が
た
の
し
か
っ

た
。（
信
濃
小
中
学
校
４
年
）

○
カ
ヌ
ー
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。（
信
濃
小
中
学
校
３
年
）

○
今
日
楽
し
か
っ
た
こ
と
は

石
器
や
カ
ヌ
ー
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
で
す
。

石
器
は
肉
を
切
る
と
き
に
よ

く
切
れ
る
よ
う
に
と
が
る
よ

う
に
で
き
て
、
肉
を
き
れ
い

に
切
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
カ
ヌ
ー
は

遠
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
み
ん
な
で
食
べ
る

と
い
つ
も
よ
り
も
っ
と
楽
し

か
っ
た
で
す
。（
信
濃
小
中

学
校
４
年
）

○
さ
い
し
ょ
に
カ
ヌ
ー
に
乗

り
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、

上
手
に
乗
れ
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
に

石
器
の
ナ
イ
フ
を
作
り
ま
し

た
。
使
っ
た
物
は
石
２
つ
で

す
。
１
つ
の
石
に
も
う
１
つ

の
石
を
上
か
ら
た
た
く
感

じ
に
や
り
ま
し
た
。
か
た

か
っ
た
け
ど
上
手
に
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
次
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
お

肉
を
切
る
の
は
、
自
分
で

作
っ
た
石
器
ナ
イ
フ
で
切
り

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
上
手
に
切

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。（
信

濃
小
中
学
校
３
年
）

○
エ
ビ
が
と
れ
た
の
が
楽
し

か
っ
た
。カ
ヌ
ー
に
の
っ
て
、

パ
ド
ル
で
水
を
か
い
て
す
す

ん
だ
こ
と
が
た
の
し
か
っ

た
。
で
も
つ
か
れ
た
。（
長

野
市
・
５
歳
）

○
野
尻
湖
が
楽
し
か
っ
た
。

野
尻
湖
で
湖
で
あ
そ
ん
だ

よ
。
野
尻
湖
で
カ
ヌ
ー
に
の

り
ま
し
た
。
野
尻
湖
に
い
て

お
肉
を
切
り
ま
し
た
。
野
尻

湖
で
い
っ
ぱ
い
あ
そ
び
ま
し

た
。（
長
野
市
・
５
歳
）

○
カ
ヌ
ー
も
石
器
づ
く
り
も

初
体
験
で
し
た
が
、
娘
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。（
信
濃
町
・
一
般
）

○
石
器
づ
く
り
が
本
格
的
で

し
か
も
と
て
も
い
い
切
れ
味

な
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
も
な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
だ
し
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
も

ら
っ
た
り
、
お
土
産
の
資
料

も
い
い
も
の
ば
か
り
で
と
て

も
よ
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。（
信
濃
町
・
一
般
）

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

　９月４日（月）から臨時休館し、
改修工事をおこないます。ご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願
いいたします。
　主な工事の内容ですが、①１階
の入口部分を増築し、１階に受付、
売店、カフェ（お茶の飲める休憩
スペース）を設けること、②楽し
く体験できる「体験ミュージアム」
の部屋を新設すること、③エレベーターを改修することなどです。平成30年３月20
日にリニューアルオープンの予定です。

９月４日から臨時休館
改修工事が始まります

野
尻
湖
と
親
し
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

「
国
立
公
園
野
尻
湖
で
遊
ぼ
う
」の
報
告

改修後のイメージ図

カヌー体験

石器づくり

水生生物観察
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改
正
農
業
委
員
会
法
に
準
拠
し
た

第
22
代
農
業
委
員
会
が
4
月
新
体
制

に
移
行
、発
足
し
ま
し
た
。

　
不
肖
、私
が
本
会
の
代
表
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、課
題

山
積
み
の
状
況
を
思
う
に
果
た
し
て

重
責
を
担
当
で
き
る
か
悩
み
ま
し
た

が
、農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
精
一
杯
任
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
で
の
取

組
の
強
化
が
一
段
と
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
農
業
、

農
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
世
界
規
模

で
複
雑
に
、大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
、そ
し
て
内
的
に

は
、農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
進
行
し
て
お
り
対

応
と
し
て
農
業
構
造
の
改
革
や
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
が
重
要
で
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、多
く
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、当
面
の

課
題
は
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
組
で
す
。
一
つ
目
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積・集
約
。
二
つ
目
、遊
休

農
地
の
発
生
防
止・解
消
。
三
つ
目
、

新
規
参
入
の
促
進・
優
良
農
地
の
確

保
等
で
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、そ
し
て
意
向
調
査
の
実
施
を
計

画
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
前
記
内
容
が
、必
須

事
項
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
指
針
」の
策
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。「
指
針
」は
、当
町

に
お
け
る
10
年
先
を
見
据
え
た
農
業

委
員
会
と
し
て
の
農
地
利
用
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
数
値
目
標
、推
進

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、3
年
ご
と
に
検
証
、見
直
し

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
少
し
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度

が
30
年
産
米
か
ら
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
全
国
農
業
会
議
の

場
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
預
け
る
と
し
て
、私
は
こ
の
事

態
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
地
の
流
動
化
が
加
速
さ
れ
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
も
の
で
す
。

「道の駅しなの」直売所より

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第51	

就
任
の
ご
挨
拶農

業
委
員
会
長

　永
原 

邦
徳

号
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～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

お申込み・お問合せ先
野尻湖ナウマンゾウ博物館　☎（２５８）２０９０

動物園の動物たちを観察しながら、生きものの進化につ
いて学びましょう。動物それぞれの特徴をじっくり観察し
てみましょう。
日　時　平成 29年９月 23日（土）
　　　　午前９時～午後３時
場　所　城山動物園
集　合　午前９時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
解　散　午後３時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
持ち物　リュックサック、筆記用具、昼食、飲み物、タオル
服　装　よごれてもよい服装
費　用　100 円（保険代 +資料代）
定　員　20名（定員になりしだい締め切ります）
申込み　９月22日（金）午後５時までに博物館までお電話で。

動物園で学ぶ進化
－城山動物園－　9月23日（土）

学習会のお知らせ

（信濃小中学校教諭　松本　好平）
７月28日、29日の２日間、野尻湖ナウマンゾウ博物館
で研修をさせていただきました。はじめに学芸員の方から
解説をしていただきながら、展示物を見学しました。こん
な身近なところにナウマンゾウや火山といった歴史的にも
地学的にも重要な資料があることを強く実感しました。当
日は、来館者への展示物の案内・説明、体験活動の補助、
資料の収集管理など、学芸員の仕事の一端を体験させてい
ただきました。特別支援学校の生徒の皆さんがナウマンゾ
ウの化石やアジアゾウの骨を実際に触る体験の補助では、
その大きさや重さを実際に肌で感じ、驚いた表情が忘れら
れません。画像や映像であれば、インターネットを使えば
簡単に見ることができますが、実物を見たり触ったりでき
るのは博物館ならではだな、と思います。信濃町には、素
晴らしい教材が身近にあるので、体験することを通して、
驚きや感動を実感できる活動を大切にしていきたいと感じ
ました。また、来春
には、リニューアルさ
れるとのことなので、
今から楽しみです。
ご多用の中、近藤
洋一館長はじめ職員
の皆様に厚くお礼申
し上げます。本当に
ありがとうございま
した。

７月29日（土）の野尻湖花火大会にあわせて、体験イ
ベント「ゾウの骨をさわってみよう」をおこないました。
今回は旧野尻湖小学
校のグラウンドへイ
ベントブースを出張
して、博物館で研究
のために収蔵してい
る本物のアジアゾウ
の骨やナウマンゾウ
の化石のレプリカに
ふれていただきまし
た。当日はやや雨模
様でしたが、およそ
50名の方が参加され
ました。思い思いに
骨に触っていただき
その大きさを実感し
ていただきました。

（長岡造形大学４年　川田　奈々子）
今回、野尻湖ナウマンゾウ博物館で７日間実習をさせてい

ただきました。実習中は毎日が勉強になることばかりでした。
実習では、今ある博物館の課題解決に向けての展示制作や
氷河時代体験ミニ講座の補助などをおこないました。野尻湖
ナウマンゾウ博物館には、中学生の頃に来て以来、来ていな
かったので、初日に博物館を見学した時は、懐かしさが込み上
げてきたと同時にこれまでたくさんの方に親しまれてきた博物
館だと感じました。
ミニ講座では、意外にも県外からのお客さんが多く驚きまし
た。子どもから大人まで幅広い世代の方がいたので、説明の仕
方を試行錯誤して実習に臨みました。どうやったら分かりやす
く伝えられるか考えることも学芸員として欠かせないことなの
だと思いました。
展示制作では、パネルを制作しました。自分の中では、グラ

フィックで表現したいと思い、アイデアを練っていきましたが、
形に起こしてみると、文字が見えにくかったり、説明が分かり
にくかったりと実際に展示ケースの中で見るとどう見えるのか
など、とても勉強になりました。提出が直前になってしまったの
で、時間配分を意識して取り組むべきだったと反省しています。
実習を通して、普段体験できないことを体験することがで

き、大変貴重な時間を過ごすことができました。７日間の中で
学んだことをこれらからの課題に
活かしていきたいです。
野尻湖ナウマンゾウ博物館の
方々には大変お世話になりまし
た。７日間ありがとうございま
した。

教職員社会体験研修を終えて

野尻湖花火大会にあわせて
体験イベントをおこないました

博物館実習を終えて

SHINANO  2017.9.13

左から　石川 清孝、德武 清、羽入田 正信
　　　　風間 昭一、小林　栄

今年度から農業委員と新たに農地利用最適化推進委員が任命されました

左から　荒井 賢藏、静谷 八重子、戸田 宏
　大澤 和明、羽入田 貞夫　

左から　原山 重治、宮尾 政幸、永原 邦德
　　　　大草 敏郎、出浦 洋子

上段左から　佐藤 俊正、池田 富幸
下段左から　井澤 準一、徳脇 準一、須坂 昭雄

◎委員会に出席し審議して、最終的
　に合議体として決定することが主
　体（これに加えて、現場活動を行う
　ことは可能）

〇農地利用の最適化の推進に関する
　指針を作成・変更

〇農地の権利移動の許可、農用地利
　用集積計画の決定

〇農地転用許可にあたって、具申す
　べき意見の決定

〇農地利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決
　定

◎担当地域において、現場活動を行う連携

必ず意見を聴く

推進委員の農業委員会
への出席を求めること
ができる

推進委員の希望で農業
委員会に出席すること
ができる

農業委員
農業委員会

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

柏原地区 野尻地区

富士里地区 古間地区

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

連携 連携

〇推進委員として意見を述べる
〇指針を踏まえて現場活動を行う

〇推進委員として意見を述べる

〇推進委員として意見を述べる

8名12名
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９
月
２
日
（
土
）

　
わ
ん
ぱ
く
教
室

柏
原
支
館

９
月
９
日
（
土
）

　
ふ
る
さ
と
学
級
②富

士
里
支
館

９
月
13
日
（
水
）

　
お
ら
が
学
級
④

古
間
支
館

９
月
12
日
（
火
）

　
歴
史
め
ぐ
り

野
尻
湖
支
館

９
月
24
日
（
日
）

　
絵
手
紙
教
室
②

柏
原
支
館

10
月
10
日
（
火
）

　
お
ら
が
学
級
⑤

古
間
支
館

10
月
22
日
（
日
）

　
文
化
財
探
訪

本
館

10
月
24
日
（
火
）

　
野
尻
保
育
園
交
流
事
業

野
尻
保
育
園

10
月
28
日
（
土
）
29
日
（
日
）

　
第
39
回
文
化
展

柏
原
支
館

488488

し
づ
か
さ
や

湖
水
の
底
の

雲
の
み
ね

旧
野
尻
湖
小
学
校
跡
地
に
あ

る
こ
の
句
碑
は
、
平
成
三
年
に

清
水
哲
氏
の
揮
毫
に
よ
り
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
句
は
寛
政
四
年
三
月
に

江
戸
を
立
ち
、
同
十
年
の
六
月

頃
江
戸
に
帰
る
ま
で
丸
六
年
間

の
上
方
・
西
国
方
面
を
行
脚
し

た
際
に
書
き
留
め
た
一
茶
三
十

歳(

寛
政
四
年)

の
時
の
﹃
寛

政
句
帖
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
句

で
す
。

句
の
内
容
を
直
訳
す
る
と
、

「
静
か
な
琵
琶
湖
の
澄
ん
だ
水

の
底
に
雲
の
峰
が
映
っ
て
い
る
」

と
言
う
穏
や
か
な
写
生
句
で
す

が
、﹃
雲
の
峰
﹄
は
積
乱
雲
・
入

道
雲
の
別
名
で
夏
の
季
語
で
す
。

夏
空
の
高
み
に
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び

膨
ら
ん
で
騒
が
し
い
音
が
し
そ

う
な
感
じ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
が
﹃
湖
水
の
底
﹄
に
映
る

と
ぴ
た
り
と
静
か
に
な
る
。
当

然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
気
づ
く
の
も
江
戸

の
俳
人
で
は
一
茶
ぐ
ら
い
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
と
同
じ
句
の
碑
が
野
尻

湖
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
平

成
十
年
、
後
藤
年
春
氏
の
揮
毫

で
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

　

　
宋

　
佐
近
著

　

﹃
小
林
一
茶
﹄

　
小
林
計
一
郎
著

　

﹃
一
茶
そ
の
生
涯
と
文
学
﹄

☆
風
が
吹
い
た
り
、
花
が
散
っ

た
り 

朝
倉

　
宏
景

☆
素
敵
な
日
本
人

 
 

東
野

　
圭
吾

☆
７
番
街
の
殺
人

 
 

赤
川

　
次
郎

☆
じ
ご
く
ゆ
き
っ

 
 

桜
庭

　
一
樹

☆
ノ
ミ
の
ジ
ャ
ン
プ
と
銀
河
系

 
 

椎
名

　
　
誠

☆
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
神
喜
劇

 
 

万
城
目

　
学

☆
星
の
子 

今
村

　
夏
子

☆
月
の
満
ち
欠
け

 
 

佐
藤

　
正
午

☆
あ
る
か
し
ら
書
店

 
 

ヨ
シ
タ
ケ

　
シ
ン
ス
ケ

☆
そ
ら
ま
め
く
ん
の
は
ら
っ
ぱ

あ
そ
び

　
～
な
つ
の
い
ち
に

ち
～ 
な
か
や

　
み
わ

☆
山
と
湖
の
小
さ
な
町
の
大
き

な
挑
戦

　
～
信
濃
町
の
小
中

一
貫
教
育
の
取
り
組
み
～

 
 

伏
木

　
久
始
・
峯
村

　
　
均

☆
真
夏
の
雷
管 

佐
々
木

　
譲

☆
影
裏

　
︱
え
い
り
︱

 
 

沼
田

　
真
佑

☆
Ａ
Ｘ

　
︱
ア
ッ
ク
ス
︱

 
 

伊
坂
幸
太
郎

☆
か
が
み
の
孤
城

 
 

辻
村

　
深
月

今
年
も
野
尻
湖
花
火
大
会
を

見
に
行
く
こ
と
に
な
り
野
尻
湖

畔
に
あ
る
父
の
実
家
に
行
き
ま

し
た
。
父
の
実
家
は
野
尻
湖
畔

で
現
在
も
旅
館
を
営
ん
で
お

り
、
昭
和
３
年
開
業
で
す
の
で

来
年
で
創
業
90
年
に
な
り
ま

す
。
も
う
30
年
前
に
な
り
ま
す

が
高
校
生
の
頃
に
夏
休
み
に
手

伝
い
に
行
き
大
変
忙
し
か
っ
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
道
路
で

は
二
人
乗
り
自
転
車
が
行
き
交

い
湖
面
に
は
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
浮
か
ん
で
お
り
観

光
客
も
今
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
く
ら
い
大
勢
い
ま
し
た
。

旅
館
を
継
い
だ
い
と
こ
が
古

い
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
祖
父
母
や
今

ま
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
曽

祖
父
母
な
ど
が
写
っ
て
い
ま
し

た
。
祖
父
母
は
自
分
が
幼
い
頃

に
他
界
し
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
祖
父
の

写
真
を
み
る
と
亡
き
父
に
面
影

が
似
て
い
ま
す
。
祖
父
は
若
い

頃
は
警
察
官
で
駐
在
所
に
勤
務

し
て
お
り
祖
母
は
別
の
野
尻
湖

畔
の
旅
館
の
長
女
で
し
た
。
昔

は
宿
泊
者
名
簿
で
あ
る
宿
帳
を

毎
日
駐
在
所
へ
持
参
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
駐

在
だ
っ
た
祖
父
が
祖
母
を
見
染

め
て
結
婚
を
申
し
込
み
ま
し

た
。
祖
父
が
あ
ま
り
お
酒
を
飲

ま
な
い
人
、
警
察
官
と
い
う
堅

い
職
業
と
い
う
こ
と
で
結
婚
を

認
め
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。

今
の
旅
館
の
あ
る
立
个
鼻
の

場
所
は
大
正
３
年
に
島
田
慶
次

郎
さ
ん
と
い
う
東
京
在
住
の
方

が
野
尻
最
初
の
別
荘
を
建
て
、

そ
の
後
そ
の
建
物
で
牟
礼
の
人

が
、
夏
期
だ
け
旅
館
を
営
業
し

て
い
ま
し
た
。
売
り
に
出
た
こ

と
を
聞
き
祖
父
は
警
察
官
を
退

職
し
、
祖
母
と
旅
館
を
買
い
商

売
を
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
祖
母
の
弟
に
当
た
る
人

が
昭
和
23
年
に
野
尻
湖
発
掘
の

き
っ
か
け
と
な
る
湯
た
ん
ぽ
の

化
石
と
い
わ
れ
る
ナ
ウ
マ
ン
象

の
臼
歯
を
見
つ
け
た
旅
館
の
主

人
で
あ
る
加
藤
松
之
助
さ
ん
で

す
。
よ
う
や
く
行
く
機
会
が
あ

り
初
め
て
野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
博
物
館
に
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
湯
た
ん
ぽ
の
化
石
や
ナ
ウ

マ
ン
象
の
牙
と
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ

の
角
が
並
ん
で
発
見
さ
れ
た

「
月
と
星
」
な
ど
を
見
ま
し

た
。
ヒ
グ
マ
が
生
息
し
て
い
た

こ
と
や
ナ
ウ
マ
ン
象
が
大
量
に

狩
り
つ
く
さ
れ
て
（
オ
ー
バ
ー

キ
ル
）
日
本
か
ら
い
な
く
な
っ

た
説
な
ど
初
め
て
知
る
こ
と
も

あ
り
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
思
い
が
け
な
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
本
物

の
江
戸
時
代
の
男
性
の
頭
蓋
骨

で
す
。
以
前
柏
原
小
学
校
の
体

育
館
の
裏
あ
た
り
が
墓
地
だ
っ

た
ら
し
く
そ
こ
か
ら
出
た
も
の

で
小
学
生
当
時
に
理
科
準
備
室

で
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
来

年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
ま

た
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。 

（
Ｙ
）

や
ま

　

な
み

や
ま

　

な
み

新
着
図

書

旧野尻湖小の句碑

一
茶
句
碑
の
紹
介 

⑨

レークサイドホテルの句碑

９
・
10
月

公
民
館
事
業
計
画

SHINANO  2017.9.1 2

　改正
農
業
委
員
会
法
に
準
拠
し
た

第
22
代
農
業
委
員
会
が
4
月
新
体
制

に
移
行
、発
足
し
ま
し
た
。

　不肖
、私
が
本
会
の
代
表
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、課
題

山
積
み
の
状
況
を
思
う
に
果
た
し
て

重
責
を
担
当
で
き
る
か
悩
み
ま
し
た

が
、農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
精
一
杯
任
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
で
の
取

組
の
強
化
が
一
段
と
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
農
業
、

農
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
世
界
規
模

で
複
雑
に
、大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
、そ
し
て
内
的
に

は
、農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
進
行
し
て
お
り
対

応
と
し
て
農
業
構
造
の
改
革
や
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
が
重
要
で
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、多
く
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、当
面
の

課
題
は
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
組
で
す
。
一
つ
目
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積・集
約
。
二
つ
目
、遊
休

農
地
の
発
生
防
止・解
消
。
三
つ
目
、

新
規
参
入
の
促
進・
優
良
農
地
の
確

保
等
で
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、そ
し
て
意
向
調
査
の
実
施
を
計

画
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
前
記
内
容
が
、必
須

事
項
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
指
針
」の
策
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。「
指
針
」は
、当
町

に
お
け
る
10
年
先
を
見
据
え
た
農
業

委
員
会
と
し
て
の
農
地
利
用
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
数
値
目
標
、推
進

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、3
年
ご
と
に
検
証
、見
直
し

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　少
し
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度

が
30
年
産
米
か
ら
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
全
国
農
業
会
議
の

場
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
預
け
る
と
し
て
、私
は
こ
の
事

態
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
地
の
流
動
化
が
加
速
さ
れ
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
も
の
で
す
。

「道の駅しなの」直売所より

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第51	

就
任
の
ご
挨
拶農

業
委
員
会
長

　
永
原 

邦
徳

号
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絵
手
紙
教
室柏原

支
館

７
月
15
日(

土)
に
17
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絵

手
紙
制
作
時
は
、
参
加
者
同
士

の
意
見
交
換
を
す
る
姿
も
見
ら

れ
、
交
流
が
深
ま
り
、
素
敵
な

作
品
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

夏
休
み
工
作
教
室

柏
原
支
館

８
月
５
日(

土)
総
合
会
館

に
お
い
て
総
勢
41
名
の
参
加
で

夏
休
み
工
作
教
室
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
本
立
て
、
ミ
ニ
ハ

ウ
ス
、
ミ
ニ
チ
ェ
ア
、
３
つ
の

中
か
ら
作
り
た
い
も
の
を
親
子

で
作
り
ま
し
た
。
物
を
作
る
楽

し
さ
、
材
料
の
木
に
触
れ
る
楽

し
さ
を
実
感
で
き
た
よ
う
で
す
。

第
１
回
お
ら
が
学
級

古
間
支
館

第
１
回
は
、６
月
８
日(

木)

地
域
交
流
施
設
に
お
い
て
、
参

加
者
37
人
で
行
い
ま
し
た
。
さ

つ
ま
芋
の
苗
の
定
植
後
園
児
か

ら
歌
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
後
町
住
民
福
祉
課
の
大
川

い
づ
み
保
健
師
に
よ
る
「
健
康

に
つ
い
て
」
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。（
今
年
は
、
古
間
保
育

園
児
17
人
・
引
率
３
人
の
計
20

人
が
作
業
見
学
に
来
ま
し
た
。）

第
２
回
お
ら
が
学
級

古
間
支
館

７
月
８
日(

土)

に
地
域
交

流
施
設
に
お
い
て
、
参
加
者
22

名
で
行
い
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い

も
畑
の
草
取
り
を
し
て
、
そ
の

後
中
村
敦
子
さ
ん
に
よ
る
古
文

書
講
話
、
今
秋
上
映
さ
れ
る
小

林
一
茶
の
映
画
を
交
え
な
が
ら

の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
講

話
後
に
昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
お
ら
が
学
級

古
間
支
館

８
月
５
日(

土)

飯
山
方
面

に
社
会
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
27
名
で
、
内
山
手
す
き

和
紙
体
験
～
馬
曲
温
泉
望
郷
の

湯
で
お
昼
休
憩
を
と
り
、
午
後

は
飯
山
の
道
の
駅
（
花
の
駅
千

曲
川
）
に
寄
り
買
い
物
を
し
て

き
ま
し
た
。
暑
い
一
日
で
し
た

が
、
手
す
き
体
験
も
で
き
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
風
の
子
学
級

富
士
里
支
館

７
月
22
日(

土)

に
富
士
里

支
館
駐
車
場
に
て
風
の
子
学
級

が
総
勢
87
名
の
参
加
者
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

魚
の
つ
か
み
捕
り
と
調
理
、

ス
イ
カ
割
り
を
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
魚
の
調
理
に
悪

戦
苦
闘
し
た
よ
う
で
す
が
、
お

昼
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
食
べ

て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

力作がそろいました 真剣に絵に取り組んでいます

本
・
支
館
事
業

 どうやってきるのかなぁ作品をもってハイ・ポーズ

さつまいも苗の定植お礼に歌のご披露です

勉強になりました 草取り頑張っています

手すき和紙作品が完成有意義な一日でした

命中!! 慎重に…

SHINANO  2017.9.13

左から　石川 清孝、德武 清、羽入田 正信
　　　　風間 昭一、小林　栄

今年度から農業委員と新たに農地利用最適化推進委員が任命されました

左から　荒井 賢藏、静谷 八重子、戸田 宏
　大澤 和明、羽入田 貞夫　

左から　原山 重治、宮尾 政幸、永原 邦德
　　　　大草 敏郎、出浦 洋子

上段左から　佐藤 俊正、池田 富幸
下段左から　井澤 準一、徳脇 準一、須坂 昭雄

◎委員会に出席し審議して、最終的
　に合議体として決定することが主
　体（これに加えて、現場活動を行う
　ことは可能）

〇農地利用の最適化の推進に関する
　指針を作成・変更

〇農地の権利移動の許可、農用地利
　用集積計画の決定

〇農地転用許可にあたって、具申す
　べき意見の決定

〇農地利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決
　定

◎担当地域において、現場活動を行う連携

必ず意見を聴く

推進委員の農業委員会
への出席を求めること
ができる

推進委員の希望で農業
委員会に出席すること
ができる

農業委員
農業委員会

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

柏原地区 野尻地区

富士里地区 古間地区

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

連携 連携

〇推進委員として意見を述べる
〇指針を踏まえて現場活動を行う

〇推進委員として意見を述べる

〇推進委員として意見を述べる

8名12名

2909.indd   3 2017/08/24   10:14:46
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﹃
人
生
は
縁
と
偶
然
と
人
と
の
出
会

い
﹄
こ
れ
は
私
が
社
会
教
育
委
員
に
な

り
、
何
を
や
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
判
ら
な
か
っ
た
頃
、

初
め
て
参
加
し
た
「
地
域
ぐ
る
み
の
共

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
講
演
で
の
講

師
の
言
葉
で
、
な
ぜ
か
心
に
残
り
忘
れ

ら
れ
な
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
人
と
の
出
会
い
と
話
し
合
い
は
、

色
々
な
考
え
方
や
生
き
方
を
学
べ
る
良

い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場

所
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
よ
り
多
く

の
知
識
等
を
学
び
微
力
な
が
ら
社
会
教

育
活
動
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
日
も
北
信
地
区
社
会
教
育
連
絡
協

議
会
の
総
会
と
地
区
研
修
会
が
信
濃
町

総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
、
生
憎
の
大
雨

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
地
域
か
ら
大

勢
の
委
員
・
役
員
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
に
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
黒
姫
龍
神
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ

る
太
鼓
の
演
奏
、
心
を
打
つ
力
強
い
打

音
と
迫
力
が
会
場
一
杯
に
響
き
渡
り
感

動
し
ま
し
た
。
活
動
発
表
の
﹃
か
た
か

ご
童
話
会
﹄
の
皆
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
使
用
に
よ
る
「
読
み
聞
か

せ
」
で
は
、
登
場
人
物
に
合
わ
せ
た
特

徴
を
出
し
な
が
ら
解
か
り
易
い
ゆ
っ
く

り
し
た
口
調
で
の
実
演
発
表
に
感
心
し

聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
に
信
濃
小
中
学
校
の
副
校
長
先
生

か
ら
学
校
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私

の
子
ど
も
達
も
成
人
し
て
学
校
と
の
繋

が
り
も
縁
遠
く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で

新
鮮
感
を
覚
え
ま
し
た
。
私
の
子
ど
も

時
代
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
動
し
た
頃
と

の
違
い
に
時
代
を
感
じ
ま
し
た
。
上
級

生
が
下
級
生
の
面
倒
を
み
る
シ
ス
テ
ム

だ
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
の
小
学
生
頃

の
良
き
想
い
で
と
し
て
上
級
生
に
「
ガ

キ
大
将
」
な
る
人
が
い
て
、
や
っ
て
良

い
事
・
悪
い
事
な
ど
子
ど
も
な
り
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。「
ガ
キ
大
将
」
は
大
人
か
ら
見
れ

ば
唯
の
ガ
キ
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
し

た
ら「
そ
の
地
域
の
立
派
な
リ
ー
ダ
ー
」

で
す
。
そ
し
て
ガ
キ
大
将
は
誰
で
も
な

れ
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
な

り
の
知
識
が
必
要
で
、
山
に
遊
び
に
行

け
ば
グ
ミ
・
ク
ワ
・
ズ
ミ
・
ア
ケ
ビ
・

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
食
べ
て
も
美
味
し
い

物
を
教
え
、
高
い
所
に
あ
れ
ば
採
っ
て

も
く
れ
る
。
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ

が
い
る
木
も
知
っ
て
い
る
。
蝮
・
ヤ
マ

カ
ガ
シ
な
ど
の
危
険
な
生
物
の
存
在
や

そ
の
対
処
法
も
教
え
て
く
れ
る
。
川
に

行
け
ば
カ
ワ
ラ
メ
シ
と
言
っ
て
、
自
分

達
な
り
の
お
城
を
作
り
、
そ
こ
で
自
分

た
ち
で
捕
っ
た
魚
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

焼
い
て
食
べ
た
り
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ス
イ
カ
も
食
べ
た
。
も
ち
ろ
ん
年

少
者
は
作
れ
な
い
し
捕
れ
な
い
の
で
ガ

キ
大
将
が
や
っ
て
く
れ
る
。
身
体
も
運

動
能
力
に
優
れ
、
何
の
運
動
で
も
こ
な

せ
る
ぐ
ら
い
立
派
で
す
。
一
年
生
が
六

年
生
を
見
れ
ば
そ
ん
な
風
に
見
え
る
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
正
義
感
と
統
率

力
で
す
。
弱
い
者
い
じ
め
や
女
の
子
を

か
ら
か
う
と
怒
ら
れ
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
と
助
け
て
く
れ
る
。
親
の
言
う
事

を
聞
か
な
く
と
も
ガ
キ
大
将
の
言
う
事

は
何
で
も
聞
く
の
で
す
。
遊
び
を
通
じ

て
ガ
キ
大
将
に
教
え
ら
れ
覚
え
た
知
識

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
山
は
立
入
禁
止
と

か
荒
れ
て
い
て
昔
あ
っ
た
山
道
も
無
く

な
っ
て
い
る
。

川
は
ブ
ロ
ッ
ク
等
で
整
備
さ
れ
入
れ

る
川
は
数
少
な
い
。
昔
の
遊
び
を
や
ろ

と
う
し
て
も
、
あ
そ
こ
は
危
険
、
こ
こ

は
ダ
メ
、
そ
ん
な
事
を
し
て
は
ダ
メ
。

今
の
社
会
の
所
為
な
の
か
子
供
の
遊
び

場
も
制
限
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
今
の
子
ど
も
が
何
処
で
ど
ん

な
遊
び
を
し
て
い
る
の
か
は
よ
く
知
り

ま
せ
ん
。「
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
」
等

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
が
、
私
が

子
ど
も
・
学
生
の
頃
に
は
切
な
い
「
い

じ
め
」な
ん
て
無
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

小
さ
な
い
じ
め
が
た
び
重
な
り
段
々

大
き
く
な
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
小
さ
な

い
じ
め
を
止
め
て
く
れ
る
の
は
ガ
キ
大

将
で
し
た
。
現
在
、
子
供
の
数
が
減
少

し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
絶
対
に

ガ
キ
大
将
な
る
存
在
は
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
の
時
代
に
合
っ
た
立
派

な
ガ
キ
大
将
に
な
っ
て
も
ら
い
、
い
じ

め
の
な
い
社
会
を
造
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
教
育
学
習

と
し
て
計
画
し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
に
、十
月
に
開
催
さ
れ
る﹃
通

学
合
宿
﹄、
私
は
初
め
て
の
関
わ
り
を

持
つ
わ
け
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

含
め
、
子
供
た
ち
と
話
を
し
た
い
と
今

か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

第36回　やまなみ大学　野尻高原大学村開放文化講座（信濃町総合会館）
「みんなの明日をみんなの手で創りましょう」を合言葉に【やまなみ大学】が開かれ、今年度で 36 回目の開講となりました。
それぞれの分野で活躍されている先生方にわかりやすく講演をしていただいているので毎年大勢の方が聴講にいらしています。

８月３日（木）「長野県は何故日本一の健康長寿県になれたのか　～その基礎を築いた人～」
国民健康保険中央会顧問・川崎医療福祉大学客員教授　田中　一哉 先生
長野県は、日本国中からお手本にしたい健康長寿地域になった背景には、保健補導員が原動力となっています。
この保健補導員生みの親「大峡美代志」、地域医療を始めた「吉沢國雄」、農村医療の父親「若月俊一」この三人が
長野県を長寿県にした立役者であり、基礎を築いていただいたので今日があるというお話しをしていただきました。

８月５日（土）「開発途上国で無料化を実現したキューバ医療。個人的な交流経験の報告」
日本キューバ科学技術交流会副会長・立川相互病院呼吸器外科部長　木村　文平 先生
キューバは 1959 年の革命以降、教育と医療の無料化を実現しました。米国の経済封鎖の下でも医療従事者を大
勢育成するとともに、予防医学を重視した医療活動により米国より低い乳児死亡率の達成、平均寿命の延長を実現
しました。キューバ医療の現状を丁寧に分かり易く講演していただきました。

８月７日（月）「石器時代に運ばれてきた黒曜石」
野尻湖ナウマンゾウ博物館　学芸員　渡辺　哲也 先生
黒曜石とは、黒色でガラス質の岩石で割れ口が鋭く、切れ味のよい刃物として石器時代の石器の材料として使わ
れてきました。野尻湖周辺の遺跡からこの黒曜石が多数出土していますが、信濃町や北信地方の自然の中で取れる
場所はなく、取れる所は霧ケ峰高原から八ケ岳の一帯です。石器時代の人々のくらしや移動についてとても分かり

やすくお話しをしていただきました。

　
　

  
未
来
の
ガ
キ
大
将
に
期
待

社
会
教
育
委
員

　
北
村

　
文
夫　

人
権
の
窓
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　改正
農
業
委
員
会
法
に
準
拠
し
た

第
22
代
農
業
委
員
会
が
4
月
新
体
制

に
移
行
、発
足
し
ま
し
た
。

　不肖
、私
が
本
会
の
代
表
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、課
題

山
積
み
の
状
況
を
思
う
に
果
た
し
て

重
責
を
担
当
で
き
る
か
悩
み
ま
し
た

が
、農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、多
く
の

方
々
か
ら
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
精
一
杯
任
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　法
律
の
改
正
に
よ
り
現
場
で
の
取

組
の
強
化
が
一
段
と
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
農
業
、

農
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
世
界
規
模

で
複
雑
に
、大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
、そ
し
て
内
的
に

は
、農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
進
行
し
て
お
り
対

応
と
し
て
農
業
構
造
の
改
革
や
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
が
重
要
で
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、多
く
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が
、当
面
の

課
題
は
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
組
で
す
。
一
つ
目
、担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積・集
約
。
二
つ
目
、遊
休

農
地
の
発
生
防
止・解
消
。
三
つ
目
、

新
規
参
入
の
促
進・
優
良
農
地
の
確

保
等
で
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、そ
し
て
意
向
調
査
の
実
施
を
計

画
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
更
に
前
記
内
容
が
、必
須

事
項
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、「
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関

す
る
指
針
」の
策
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。「
指
針
」は
、当
町

に
お
け
る
10
年
先
を
見
据
え
た
農
業

委
員
会
と
し
て
の
農
地
利
用
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
数
値
目
標
、推
進

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、3
年
ご
と
に
検
証
、見
直
し

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　少
し
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度

が
30
年
産
米
か
ら
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
全
国
農
業
会
議
の

場
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
預
け
る
と
し
て
、私
は
こ
の
事

態
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
地
の
流
動
化
が
加
速
さ
れ
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
も
の
で
す
。

「道の駅しなの」直売所より

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第51	

就
任
の
ご
挨
拶農

業
委
員
会
長
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邦
徳

号
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成
人
者
代
表
あ
い
さ
つ

　
　
平
成
29
年
８
月
15
日

成
人
者
代
表

　
杉
山

　
智
輝
さ
ん

本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人

式
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
町

長
様
を
始
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
も
二
十
歳
を
迎
え
、
既
に
職
業
に
従
事

し
て
い
る
人
や
学
業
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
立
場
は
様
々

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

社
会
の
一
員
と
し
て
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進
す
る
覚

悟
で
お
り
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
信
濃
町
で
育
ち
、
共
に
学
び
合
っ
た

仲
間
と
こ
う
し
て
新
成
人
と
し
て
の
誓
い
を
共
に
し
、
こ

の
ふ
る
さ
と
を
自
分
た
ち
の
誇
り
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
大
学
進
学
の
た
め
信
濃
町
を

離
れ
ま
し
た
。大
学
の
中
で
出
身
中
学
校
の
話
題
に
な
り
、

信
濃
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
を
話
す
と
、
長
野
県
内

初
の
小
中
一
貫
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
興
味
深

く
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
教
員
を
志
望
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
、
信
濃
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
は
何

に
も
代
え
が
た
い
財
産
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

母
校
を
卒
業
で
き
た
こ
と
は
、
我
々
新
成
人
に
と
っ
て
多

様
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の

礎
と
な
る
で
し
ょ
う
。
我
々
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
、

こ
の
心
温
か
く
豊
か
な
信
濃
町
に
将
来
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
、
新
成
人
各
々
が
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
友
人
が
い
ま
す
。

二
年
前
、
狩
野
景
君
が
交
通
事
故
に
よ
り
十
七
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
狩
野
君
と
は
保
育
園
か
ら
一
緒
に

過
ご
し
た
仲
で
あ
り
、
彼
は
心
優
し
く
い
つ
も
穏
や
か
で
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
友
人
で
し
た
。
私
は
、
本

日
の
こ
の
成
人
式
に
も
狩
野
君
が
側
で
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
、
私
た
ち
が
こ
う
し
て

集
い
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
た
ち

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
両
親
や
家
族
、
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
共
に
歩
ん
で
き

た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
、
力
強
く
逞
し
く

生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
新
成
人
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

祝 成人
信濃町成人式

◎対象者…男性35名　女性49名　合計84名
◎出席者…男性30名　女性39名　合計69名

2017年８月15日
於：信濃町　総合会館　２Ｆ大ホール

SHINANO  2017.9.13

左から　石川 清孝、德武 清、羽入田 正信
　　　　風間 昭一、小林　栄

今年度から農業委員と新たに農地利用最適化推進委員が任命されました

左から　荒井 賢藏、静谷 八重子、戸田 宏
　大澤 和明、羽入田 貞夫　

左から　原山 重治、宮尾 政幸、永原 邦德
　　　　大草 敏郎、出浦 洋子

上段左から　佐藤 俊正、池田 富幸
下段左から　井澤 準一、徳脇 準一、須坂 昭雄

◎委員会に出席し審議して、最終的
　に合議体として決定することが主
　体（これに加えて、現場活動を行う
　ことは可能）

〇農地利用の最適化の推進に関する
　指針を作成・変更

〇農地の権利移動の許可、農用地利
　用集積計画の決定

〇農地転用許可にあたって、具申す
　べき意見の決定

〇農地利用の最適化の推進に関する
　施策について、提出する意見の決
　定

◎担当地域において、現場活動を行う連携

必ず意見を聴く

推進委員の農業委員会
への出席を求めること
ができる

推進委員の希望で農業
委員会に出席すること
ができる

農業委員
農業委員会

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

柏原地区 野尻地区

富士里地区 古間地区

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

連携 連携

〇推進委員として意見を述べる
〇指針を踏まえて現場活動を行う

〇推進委員として意見を述べる

〇推進委員として意見を述べる

8名12名

2909.indd   3 2017/08/24   10:14:46
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Living information

暮らしの情報
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便り

学校運営協議会の役割

オフトーク機器回収について

SHINANO  2017.9.1 22

　毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

9月 5日 / 12日 / 19日 / 26日
午後5:15～午後7:00【祝祭日除く】

◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明
　印鑑証明の発行　

　※内容によっては発行できない場合もあります。
　※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。

9
コ ミ ス ク ～学校と地域の連携・交流～

学校運営協議会だより
第9回黒姫高原クラフト祭り

9月23日（祝）・24日（日）開催

相談会・講習会等 日時 場所 内容 その他
すこやか料理教室
簡単おもてなし料理

9 月14 日木
午前 9 時 45 分から
午後 1 時３０分まで

保健センター
おいしく食物繊維をしっか
りとろう！開催 3日前までに
お申込みください。

参加費５００円
住民福祉課保健予防係
☎０２６－２５５－３１１２

不動産評価等
無料相談会

10 月 3 日火
午前10 時から
午後 4 時まで

長野市役所
第２庁舎

10 階 203 会議室

売買、交換、相続、借地など
に係る不動産評価について不
動産鑑定士がお答えします。

予約不要です
一般社団法人長野県不動産鑑定士協会
☎０２６－２２５－５２２８

学校ホームページに「校長日記」の掲載がスタート

　学校運営協議会に関する基本的事項を定めた「地
方教育行政法」という法律があります。この法律の中
で、教育委員会は各学校に学校運営協議会を設置する
努力義務が課せられています。同法では、学校運営協
議会の役割について、「学校の運営及び当該運営への
必要な支援に関して協議する機関」と規定されていま
す。「運営への必要な支援」は、信濃小中学校での様々
な活動において、活動自体の在り方やその展開まで、
保護者や地域の皆さんと共に考え、実施することで一
定の水準が維持されていくものとされ、信濃町学校運
営協議会は、この町の特色である小中一貫教育を推進
するにあたり、その持続性や質を担保していくための
推進体制を構築する役割を担い、毎年学校運営の点検
評価、次年度の運営計画（教育目標の重点）策定などに
活かすよう努めています。

時間：10：00～15：30
雨天決行・強風中止

　おまたせしました！今年も、クラフト祭りの季節がやっ
てきました。クラフト110 店、飲食 20 店が集合。建物前
の芝生広場にて第９回黒姫高原クラフト祭りを開催いたし
ます。ものづくり体験ブースも出店がありますので、芸術
の秋にアート作品に挑戦するもよし。皆様のお越しをお待
ちしています。

ー黒姫童話館からイベントのご案内（9 月）ー
 ３日（日）フェスティバルおはなしを楽しむ日
 ９日（土）映像と語りでつづる「信濃伝説」
10 日（日）モコ＆シドロモドロフのおもしろおはなしマイム
16 日（土）ことたま座  舞台「異聞・姫の泣き石」
17 日（日）18 日（祝）フェスティバル紙芝居を楽しむ日
23 日（祝）24 日（日）第９回　黒姫高原クラフト祭り

　9 月 29 日金、30 日土秋桜祭が開催されます。
どなたでもご覧いただけますので、ご都合のうえ、
お出かけください。

★ 10 月15 日開催予定「森の音楽祭」ご出演の締め切りは
　9 月 8 日（金）まで。お申込みお待ちしております。

　宮澤校長先生が学校登校日のほぼ毎日、その日
の出来事などを書き記しています。子どもたちの様
子はもとより、普段知ることのできない先生方の活
動の様子なども紹介されていますので、ぜひご覧く
ださい。

　平成29年2月に終了した、オフトーク放送
機器の回収を行っています。　　　　　　　　
（回収機器は、本体・スピーカー・電源）
　回収には、信濃町の名札を付けた町内業者が
伺います。
　９月は富士里地区の回収を予定しています。

一茶ふるさと俳句の募集は休止中です。



問住民福祉課環境係
☎（255）59249 月資源物収集

2日土 新聞・チラシ（柏原・富士里）
5日火 ペットボトル
6日水 容器包装プラ
7日木 ビン（無色）
9日土 新聞・チラシ（野尻・古間）
12日火 ビン（茶色）
14日木 アルミ類

16日土 ダンボール（柏原・富士里）
20日水 容器包装プラ
21日木 埋立ごみ
26日火 ビン（その他の色）
28日木 スチール類
30日土 ダンボール（野尻・古間）

秋の星空観察会

　新月の前日、絶好の星空観察です。黒姫童話館前芝生に寝転んで、
星空を見ませんか？北の空に秋の四辺形が見られるかも♪

　身近にある小川や農業用水路など、小規模河川の流れに置くだけで発
電する小型水車の開発と普及に関するお話です。

■日　　時　　9月 7日（木）　午後 7時 30分から
■場　　所　　信濃町総合会館　1 階教室
■講　　師　　池田敏彦 氏　（信州大学名誉教授・特任教授）

受講料は無料です。

信濃町の小水力発電の可能性を探る

主催：信濃ミツバチの会
住民福祉課 環境係　☎（２５５）５９２４

　妙高戸隠連山国立公園を特徴づける絶景「一目五山」。全国で 32 番
目に指定された国立公園であることから、32 箇所の絶景スポットを認定
します。
　地元の見慣れた風景が絶景スポットとして認定されるかもしれません！

環境省 長野自然環境事務所　☎（２３１）６５７２

SHINANO  2017.9.123

ひとときの会からのお知らせ

生ごみ処理機
購入費用の補助受付中！

1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
9月28日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成29年4月・5月生
7か月児／対象：平成29年1月・2月生

10か月児／対象：平成28年10月・11月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
9月22日金／受付：12：30～12:45
3歳児　／対象：平成26年8月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月～木／受付14:30～15:00 
※希望日の3日前までに予約してください。
※※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

4よろず相談　　　　 木育ルームなかよし
9月11日月／10:00～11:30 ／子育ての相談

5こころの健康相談　　　　　保健センター
9月21日木／17:00～20:00　※1週間前までに
予約してください。

6断酒会   　　　　　　　　       総合会館
9月27日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習

7母乳相談　　　   　  木育ルームなかよし 
9 月 4 日月 /6 日水 /11 日月 /13 日水 /20 日水
/25 日月 /27 日水 9:00 ～ 13:00 母乳育児の相談、
乳房マッサージ、体重測定

8あそびの会　     　　木育ルームなかよし
9 月 28 日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：子ど
もと絵本を楽しもう

9発達相談　　　　      木育ルームなかよし
9月12日火／28日木10:00～12:00

�お誕生日会　　　      木育ルームなかよし
9月14日木／10:30～11:00　　　　　　　　
対象：9月生まれのお子さん

�就労相談　　　　      木育ルームなかよし
9月21日木／10:00～11:00
※相談は、女性就業支援員（090-1617-1832）
へ電話予約してください。

�園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
9月25日月9:00～11:00 

�ちびっ子集まれ　　　　　　  　各保育園
野尻：9月15日金／柏原：9月16日土／富士里：9
月16日土／古間：9月16日土

▶問い合わせ先
1～2・4～6 保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
7・8・� なかよし相談員☎090(4382)6832
9 教育委員会事務局 ☎(255)5923
�・�・野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201／富士里
保育園 ☎(255)3416

■日　時　9月 1 9日（火）　〈雨天中止〉
　　　　　午後7 時から午後9 時頃まで
■集　合　黒姫童話館横
■費　用　１２0 円
■持ち物　懐中電灯、シート、保温対策グッズなど

  お申し込みは９月19日までに商工観光・癒しの森係へ  ☎（２５５）３１１４

「一目五山」の絶景フォトコンテスト

詳細はＷＥＢサイトへ！！

http://www.env.go.jp/park/myokotogakushi/



美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像

東急リゾート

タングラム斑尾
で遊ぼう！

9月30日     土

信濃町消防団

BBQ・野尻湖テラス
タングラムで見つかる♥素敵なご縁

　 実 施 日

10 時集合 -17 時解散

　 対 　 象

男　性 地域を守る消防団員
30 歳代、40 歳代の信濃町消防団員

♥♥ 参加女性大募集♥♥
結婚を真剣に考えている
20 歳以上の女性の方
※町内県外問いません

女　性

応募者多数の場合は先着順

詳しくは・・・
☎ 255-3226（一社）信州しなの町観光協会まで

働
く
人
の
明
日
を
つ
く
る
。

就
業
構
造
を
把
握
し
、み
な
さ
ん
の
未
来
に
役
立
て
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

熊倉地区・野尻地区一部・北信地区

対象地区

調査期間

準備調査：９月上旬～中旬

調査票配布・記入：９月中旬～１０月上旬

調査票回収：１０月上旬から随時

ご協力をお願いします。

※調査票は準備調査の結果から、無作為
　に選ばれた各地区１５世帯を対象に配布
　します。

　 参 加 料

男　性

５, ０００円

女　性

3, ０００円

　この事業は、信濃町出会いの場創出支援事業補
助金を活用しています。

黒姫駅前
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広
報

S
hinano

 Tow
n P

ublic R
elations

2
0
1
7
  9   No.3

8
2

◆
お
盆
も
過
ぎ
て
、夏
も
も
う
じ

き
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
ね
。
こ
の

夏
、た
く
さ
ん
良
い
思
い
出
が
出

来
た
で
し
ょ
う
か
。
夏
の
思
い
出

と
い
え
ば
、や
は
り
海
で
す
ね
。

日
焼
け
止
め
を
塗
る
と
い
う
動
作

は
、あ
の
頃
の
私
に
は
無
く
、1

日
中
海
水
パ
ン
ツ
一
丁
で
、海
水

浴
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
で
す
。

も
う
ヤ
ケ
ド
で
す
。
そ
の
日
の
う

ち
に
症
状
が
現
れ
、服
が
す
れ
る

だ
け
で
痛
い
。
寝
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。「
そ
の

日
の
症
状
そ
の
日
の
う
ち
に
」と

い
う
言
葉
ど
お
り
で
す
。
そ
れ
か

ら
何
度
も
夏
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今

で
は
服
を
着
た
状
態
で
、浜
辺
で

腰
掛
け
、海
を
眺
め
て
ゆ
っ
く
り

深
呼
吸
を
す
る
。
滞
在
時
間
30
分

で
す
。
あ
の
頃
と
比
べ
て
、大
人

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
い
や
、大
衆
に
さ
ら
せ
る
体
型

じ
ゃ
な
く
な
っ
た
だ
け
で
す
。

（
は
っ
と
り
）

編
集
後
記 

人口 8,755 人　男 4,316 人　女 4,439 人　世帯数 3,409 世帯　（7 月 31日現在）
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